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誠伸商事株式会社

適応と前進  特別号
学校法人日本プリンティングアカデミー　元・学校長　高畑傳氏が
　　　　　　　　  　　印刷業界に願うこと

　高畑傳氏の栄えある印刷人生のご紹介を今般、本CLICK 特別号で披露致す
こととなりました。多くの関係者皆々様には待望のことであると存じます。是
非その折々を偲び諸々に随感されることでありましょう。
　後半には現日本プリンティングアカデミー　理事長　花井秀勝氏に高畑傳氏
との関わりや思い出、そしてこれからの印刷業界の展望の一端など貴重なお話
をお伺い致しました。聞き手は世古真一氏です。
　どうぞ、ご高覧下さい。                         
                            CLICK 編集室　主幹　福田七衛　
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　印刷局勤務の父、製本業の親戚が多い母との間に生まれ、印刷業製本業の多い東京神田で育っ
た高畑傳氏。日本工業を世界と同等の位置に並びたてようとした明治大正昭和の偉人と交流す
る中で、「日本が発展するために重要なことは江戸時代から発展してきた工芸的なものであるべ
きだ」と考えていた。そのような志を持ち戦中戦後を生き抜いていく中で軍部との考え方の違
いや、外国留学をして技術を学ぶために立ち塞がった様々な問題解決の方法がリアルに伝わっ
てきます。現在直面しているコロナ禍を乗り越えて、未来を作っていかなければならない私た
ちが見習うべき行動様式として参考にしたいアイデアが満載の内容となっています。
　ぜひ、最後までお読みいただきたく存じます。

昭和5年（1930 年）長野の上田市にて菓子職人の次男
として生まれる。
昭和9年（1934 年）  砂糖の入手難から和菓子作りを
あきらめ、一家で上田から東京神田旭町に移り住む。父
は大蔵省印刷局に勤務。
昭和10年（1935 年）神田新龍小学校入学
昭和16年（1941 年）九段中学（夜間）入学。昼は東
京駅の改札係として働く。
昭和20年（1945 年）14歳で海軍少年兵に志願する
も 2週間で返される。終戦ののちは東京駅の改札係と
して働く。
昭和24年（1949 年） 千葉大学工芸学部印刷系に入学。
昭和27年（1952年） 千葉大学工学部工業化学科に編入。
有機感光材を研究。
昭和31年（1956 年）千葉大学を卒業し、新村印刷に
就職するも現場の問題解決ができないことに気付き、
大学で勉強し直すため、1年 8か月で退職。
昭和32年（1957 年）千葉大学工業短期大学部に勤務
昭和34年（1959 年）千葉大学工業短期大学部助手
昭和37年（1962 年）新村印刷より資金援助を受け、
2か月かけて米国、ヨーロッパ歴訪し最新の印刷事情を
視察。
帰国後新村印刷の最新鋭印刷工場設計を手伝う。
昭和44年（1969 年）千葉大学工業短期大学部講師
昭和47年（1972 年）千葉大学工業短期大学部印刷工学
科講師
昭和48年（1973 年）千葉大学工業短期大学部印刷工
学科助教授

■高畑傅氏　略歴 昭和49年（1974 年）ドイツに留学生を派遣し、
Hochschule für Druck und Medien（現Hochschule 
der Medien）と交流開始
昭和53年（1978 年）千葉大学を退職、学校法人日本
プリンティングアカデミー教授に就任
初代学校長は元千葉大学教授の中村信夫先生
昭和58年（1983 年）米国に駐在員（アメリカマーケッ
ト調査員）を派遣
卒業旅行は隔年で米国かドイツを視察することが恒例と
なる。
昭和59年（1984 年）キャラバン隊としてバン 1台に
て日本全国の行脚を開始。
現在までその回数は 500 か所を超す。
ともすれば受け身になりがちな地方の印刷会社にマー
ケティングの重要性を説く。
平成2年（1990 年） 日本プリンティングアカデミー学
校長に就任
平成6年（1994 年）　中国に招聘され、広州、上海、
北京にて最新の印刷技術について
講演を行う。その後多くの中国人留学生を受け入れる。
平成9年（1997 年）日本プリンティングアカデミー退
職
平成8年（1996 年）　鹿島市長者が浜に居を構え、印
多熱徒庵と命名。塩つくりから始まり、副産物のにが
りを使った豆腐作り、ビールや焼酎の自作、野菜栽培
など、自給自足の生活を目指す。
平成19年（2007 年） 鹿島生活を終え、千葉県に戻る。
平成25年（2013年） 法名　教傳院釋院印熱　を受ける。
平成31年（2019 年） 今までの印刷人生を振り返り小
論を執筆。

■高畑傅氏の印刷人生のご紹介

■Index
P.2
P.3～7

P.8～11

はじめに～高畑傳氏の印刷人生のご紹介～略歴
高畑傳の印刷人生『印刷教育を変える決心』
　　　　　　　　　　学校法人日本プリンティングアカデミー　元・学校長　高畑傳
印刷教育の過去・現在・未来　-需要の創出と変身-
　　　　　　　　　　　　学校法人日本プリンティングアカデミー　理事長　花井秀勝
           　　　　　　　　　　　　　 聞き手：CLICK 編集室　編集スタッフ
　　　　　　　  　　　　　　　　　 　　　  ファイルティーチャー　代表　 世古真一
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。

高畑傅の印刷人生
　                『印刷教育を変える決心』

学校法人日本プリンティングアカデミー　元・学校長　高畑傳
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。

　過去から現在、そして未来へ。高畑傅の印刷
人生「印刷教育を変える決心」は「時代を超え
た産業人の志のバトンリレー」の記録であり、
未来の印刷人に向けてのメッセージです。
それぞれの時代で過去から現在、そして未来へ
続く産業の志士によって、バトンを次の世代に
手渡しながら先の長いゴールを目指しているリ
レーのようです。工芸立国論と多変量解析を需
要の創出と変身のための二本の柱とし、アナロ
グからデジタルへの移行期を経て、コロナ禍の
後に待ち受けるアナログとデジタルの補完技術
が、グローバルからローカルの時代になろうと
している現在、地方の印刷会社が未来を担う準
備を始めます。
高畑傅先生の教えを受け、現代の印刷産業を担
い、次の世代に向かう準備を進めている学校法
人日本プリンティングアカデミーの花井理事長
に印刷教育の過去・現在・未来と題して対談さ
せていただきました。

世古：本日はよろしくお願いします。早速です
が、高畑先生との出会いからお聞かせいただけま
すか？
花井：高畑先生との出会いは、1984 年に当時
の印刷機械貿易の宮城社長のご紹介で「高畑先
生という方がいるので、一度お会いしたらどう
でしょうか？」ということで会わせていただき
ました。私が 30才くらいの時です。当時、高
畑先生がマーケティングに興味を持ち始めてい
た時でしたから、私がそのことについて話すと
非常に面白いので学校に来て講義をしてくれな
いかということで伺ったのが最初でした。私は
エリアマーケティングという、地域を分析しな
がら印刷物がどのような反応を起こすのか？とい
うことをやっていました。元々アメリカで習った

ことを日本でやると結構反応がいいのです。い
ろんな分析をする中で多変量解析の内容が高畑
先生のハートにうまく結びついたようなのです。
すると、高畑先生が一緒に本を書かないか？と
言われまして、「中小印刷業のためのマーケティ
ング実践集」という本を私どもの会社と JPAの
先生方を中心として書きました。でも、この本
はちょっと高かったんですよね。

■一冊25,000円の本を1,000冊完売
世古：いくらぐらいの本だったんですか？
花井：それが、一冊 25,000 円だったんですよ。
1,000 冊だけの限定販売ということで、全て完
売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
ラバンカーで日本全県を回り、印刷業の近代化
事例を話してまわりました」と高畑先生の文章
にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
までは紙がメインだったのですが、印刷に国が
力を入れていくということでできたのが 1986
年頃だと思います。印刷が１０兆円産業になる
というくらいに膨大な産業を作り上げていくと
いうことでした。それを実現するために印刷付
帯サービスを充実させることによって、新たな
分野に進出しよういうことでした。印刷付帯サー
ビスとは、企画提案のことであり、マーケティ
ングが中心になっていたのですが、通産省から
は当時の課の方が学校を中心にしてそういうこ
とを進めていけないだろうか？という話があり
まして、色々とアイデアをもらっていました。

■「印刷物の力」、「紙の力」
世古：国が印刷産業を後押ししていたのですね。
花井：お客様から原稿をもらってただ単に安く
作るというよりも、いわゆる、企画を交えた印
刷物を売り物とするということです。情報を得
た消費者に行動を起こさせることを「印刷物の
力」とか、「紙の力」と言っていましたが、印刷
物というものに対して、マーケティングに力を
入れていかなければならないということをキ
チッと定義した方がいいのではないかというこ
とを高畑先生は強く言われました。印刷会社は
テレビ以外で販売促進が主流の時代でした。そ
こで、いろいろな印刷物をキチッと地元の印刷
会社に見せることによって、新しい印刷物の需
要を創出することに力点をおこうということで、
山内先生をはじめ浜先生などが中心となって世
界中からいろいろな印刷物を集めました。特に
当時アメリカやヨーロッパでダイレクトマーケ
ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。
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　私は神田の印刷・製本の多い町で成長しました。
父親は国立の印刷局勤務。母方の親戚は大正初
期からの製本業が多かったのです。振り返って
みると、私の印刷人生は「3名の偉大な方に運
よく、お指導を頂きました」ということに尽き
ます。

■印刷界の巨人中村信夫さん
　先ずは、父親の上司が私の人生を決めました。
印刷学会会長を 3回も務められた印刷界の巨人
中村信夫さんです。中村さんは東大を卒業して、
印刷局に勤務され、局の工場長になられました。
そして、「息子がいたら印刷を学ばせなさい」と、
多くの部下に呼びかけておられた。私は、あま
り気が進みませんでしたが、千葉大工芸学部印
刷系に入学しました。2年間の基礎教育を終わ
り、専門部に進んだ時、千葉大工芸学部は廃止
され「工学部工業化学科印刷専攻」に改組され、
工業化学科で印刷に関係ありそうな事を学部と
いうヘンテコ科になりました。

■伊東亮次「前千葉大工芸学部部長」
　ふとしたきっかけで、二人目の印刷界の巨人
にお近づきになれました。伊東亮次「前千葉大
工芸学部部長」です。先生は遅れて出発しだし

た日本工業を世界に伍して発展させるものは、
江戸時代から発展してきた工芸的なもので在る
べきだと考えて、多くの文化人、さらには山尾
庸三元工務大臣と伊藤博文初代総理大臣（この
二人は共に密航して三年間のロンドン留学を経
験）にも認めさせ、工芸立国論の主張を広めま
した。そして多くの文化人、当時の慶応大学長、
早稲田大学長、美術学校長、工業大学校長等の
多くの賛同も得て大正 10年に設立された、東
京高等工芸学校に飛び込まれた方です。
その後の活躍は目覚ましく、グラビア印刷をヨー
ロッパに学び初めて日本に持ち帰った方です。
しかし戦争がはじまると、文部大臣「荒木大将」
に戦争に工芸は不要と工業学校に改組され、全
教授が頭を剃って、涙して工業専門学校に改組
されました。その後、三田の校舎も空襲で焼失
してしまいました。
戦後復活した東京高等工芸学校は、松戸の工兵
学校跡地に移転しましたが、千葉県で総合大学
を創設することとなり、1949 年、その中に工
芸学部を作ることに成功、千葉大学工芸学部部
長に就任されました。ところが2年後の1951年、
千葉県の経済発展に工芸は不要と考える人が多
数を占めたため、明治、大正時の文化人の理想
で創立された工芸学部は廃止となり、またもや

工芸系の先生は再び涙を流して大学を去りました。
私達が入学した工芸学部印刷系は、「工学部工
業化学科」印刷専攻 20名に変化してしまった
のです。私は伊東先生の息子さん（律夫）とは、
そのヘンテコなコースで同窓生になりました。
卒業研究は製版用の有機感光材の合成研究１号
で、その関連研究論文を探し出しては翻訳を繰
り返しました（律夫さんはお父さん譲りで語学
が得意でした）。日夜合成実験を繰り返し、結
果的に合成に成功して、化学学会にて担当教師
が発表されました。そして結果的に私は印刷知
らずのまま卒業しました。その年、印刷局は採
用なしと分かり、悩んでいるときに伊東先生に
呼ばれ、先生が「アメリカから持ち帰って来た
オフセット印刷は、まだ慣れないために問題が
多い、私は時々指導に出かけているが、私も高
齢になった。私の息子は東京工大に進学を望ん
でいるので、貴兄ができれば、新村印刷（先生
に同行しアメリカ行かれた中西虎之助さんの義
理の息子である新村長次郎さんが興した会社）
に入社し、問題解決してくれないか・・・」と
言われるのです。初めは「先生」も協力すると
言われるのですが、私は「全く印刷知らずで、
出来そうにありません」とお答えすると、「自
分も時々行くから、君ならばできるようになり
ますよ」と言われ、新村印刷初代新村社長と伊
東先生と３人で３回ほどお話して、やってみま
しょうかとなってしまいました。

■新村印刷初代新村長次郎社長
　その頃の印刷業は全く職人集団でした。紙が
伸びれば、版を伸ばして、見当を合わせていま
す。しかしこの問題（紙の伸び）は、伊東先生
も、母校の先生もわかりません。私は東大の図
書館に友人がいましたので彼に頼んで入館し
て、紙の文献を探し回ったところ、大正時代の
文献ですが、ありました。紙の伸びは、紙の繊
維間の相対湿度の変化にあることと書いてあっ
たのです。その頃の私はアメリカの印刷情報誌

を自費で購入していて、その中に、「紙間湿度計」
の宣伝を発見、そのおかげで、紙の伸びは用紙
の間に差し込んで、相対湿度を測定するのだと
やっと判明して、さっそくアメリカから紙間湿
度計を購入し、使い始めました。問題は８カ月
で解決できました。「さすが大学出の人はすごい」
と新村社長に褒められました。しかしその他の
「版の汚れ」の問題解決はできません。他の印刷
会社に尋ねたりしましたがわかりません。遂に 1
年 8か月で新村社長に頭を下げて、印刷は勉強
不足です、勉強し直しますと言って、母校に逃
げ帰りました。
母校では現業の問題が解る先生は一人もおられ
ません。伊東先生の「世界を見てこないとね！」
の、一言をお聞きして、本気で世界を知りたい
気になり、文部省に何回も申し出ました。まだ
外遊は自由化されていませんでしたが、いろい
ろの伝手を使って申し出てやっとビザが下りま
した。世間知らずの私はビザが下りるという事
は出張費用も出るものだと思っていました。し
かし、費用は自分持ちだったのです。そこで、
お金を出してくれそうな方を考えましたが思い
つきません。最後に思い付いたのは 1年 8か月
で逃げ出した会社の新村社長でした。お金持ち
で、剛毅な方だと思い、懸命にお話して見ました。
すると、出す金額も聞かずに、「話は分かった、
金は出そう」と言われました。そして出す条件は、
「印刷は素人だが語学のできる、私の婿養子の新
村重晴と一緒に行け」と言われたのです。私に
とっては思いがけない、嬉しい、心強い話しで
した。さらにもう一つの条件は、「世界をみて、
帰国後世界一の印刷工場を設計してくれ」でし
た。私は考えることもなく、「はい！」と答えて
しまいました。
新村重晴さんとの海外視察は、まずは北米大陸
に渡りロスアンゼルスからカナダへ。そしてヨー
ロッパに移動しロンドン、スイス、最後にドイ
ツのシュツットガルトと、2か月に及ぶものでし
た。重晴さんは英語の達人でしたが、印刷の専

門用語はご存じではなく、そこは私がカバーす
る、という絶妙のコンビで、視察旅行は順調に
進みました。シュツットガルトでは印刷大学の
ご協力を得て、当時の最新の印刷工場を視察する
ことができました。
帰国後は新村社長との約束を果たして、「印刷
工場の新設計と管理」で 3倍儲かる、という本
を出すほど立派な工場ができました。そして、
新村社長に「あの時出した旅費は無駄ではな
かった」と、お褒めのお言葉頂きました。

■印刷教育を変える決心　工芸学部復活運動
　帰国後、私は日本の印刷教育を変える決心を
して、今の「工業化学科印刷専攻」では有能な
印刷人はできないとして、工芸学部復活運動を
始めました。3年、5年と運動しても、上手く
できません。やっとできたのは現在の設備を活
用して、昼間印刷工場に働いて苦労している、
若者の教育の場としての「夜間部の短大案」が
出ました。「工業短期大学部」案です。現場で
毎日苦労している若者は、積極的に印刷工場の
在り方を勉強しました。それに答えて、私も積
極的に印刷現場の「問題解決法」、「品質管理法」、
「実験計画法」、「統計手法」を私も学び、教え
ました。
卒業して現場に飛び込んだ若者等と、さらに印
刷技術の問題解決を図る研究サロンの場を考え
て、卒業生が夜話し合い、研究する場として、
私の親戚が新たに建てたビルの地下室を借り
て、「プリントピア泉」サロンを作りました。
当時大切だった製版前のカラー原稿の「分類法
等」ユニークな研究も進めました。そんな中か
らヨーロッパ印刷技術駐在員制度案が出て、「浜
照彦君」を選び出し、世界で一番進んだと思わ
れる、ドイツのシュッツガルト印刷メディア大
学（Hochschule für Druck und Medien）に
送り込みました。彼はドイツ語をマスターして
大変活躍し、こちらの印刷研究も進み、大学と
発表しあいました。のちに日本プリンティング

アカデミーと姉妹校にまでなり、13名の留学生
が日本にやってきました。

■理想の印刷教育の場を求めて
　千葉大学で大きな組織変更が始まったのは
1975 年のことでした。工業短期大学部の工学部
への統合が決まり、1975 年で学生募集は停止、
1976 年には印刷科が廃止され、画像工学応用工
学専攻へと編入されました。私はこのような組
織では印刷を本気でやろうとする学生は集まら
ない、と絶望しました。中村信夫先生も同意見で、
印刷を専門に学べる学校を作るべく動いていた
だき、各方面から資金を集めてくださいました。
また、共同印刷の大橋貞雄社長が、自社の若手
社員の教育施設であった印刷工芸高等学校の土
地と建物を提供してくださり、1978 年日本プリ
ンティングアカデミーが設立されました。初代
校長には中村信夫先生が就任していただきまし
た。理想の印刷教育の場がようやく実現したの
です。
千葉大学時代から続いていたシュツットガルト
印刷メディア大学との交流はさらに深いものに
なる一方、アメリカにもマーケット調査員制度
として山崎君を送り込み、アメリカのマーケッ
ト情報誌を作りました。彼はロスアンゼルスで
成功し、印刷業でも活躍し、現在ではロスの日
本会の会長を務めています。私は彼にアメリカ
調査で何回もお世話になりました。日本プリン
ティングアカデミーでは卒業研究の情報交換は
世界中とやっていました。卒業旅行は隔年で米
国と欧州の視察旅行を行っていました。
またプリンディングアカデミー時代の大きな活
動として、全国キャラバンが上げられます。小
さなバン 1台に 5名の先生方が乗り込み、全国
の印刷会社を訪問、日本各地やドイツ、米国に
おいて、先端的なマーケティングで顧客にがっ
ちり食い込んだ印刷会社の事例を紹介してきま
した。地方の印刷会社はまだまだ受け身で、注
文を待っているだけのところが多く、なかなか

理解してもらえませんでしたが、賛同者は確
実に増えていきました。

■印刷の技術研究を社会に活かしたい
　そのようなわけで、私は印刷の技術研究を
50年間も続けてきました。それを今生かして
みようと決心しました。そんな折、昨年暮れ
の読売新聞に、「スマート農業を日本の当たり
前に」の見出で新聞 1ページ全面に「持続可
能な農業を考える。主催：読売新聞、共済：
農林水産省」と掲載されていました。私はそ
の講師の名前を読んで驚きました。私が統計
の師として 50年前に教えて頂いた、内閣府実
務教育研究所　政策現代統計実務指導陣の
トップの芳賀敏郎博士だったのです。芳賀さ
んと私は、ふとした山歩きで、懇意になりまし
た。そして雑談の中で、私は今、印刷技術を
研究しているということを話しました。芳賀
さんは「貴方の実験方法は？」と聞いてきま
したので、「学んだばかりの L81 直交表です」
と答えると、「それは素晴らしい、よろしけれ
ば『多変量解析』をしてみませんか」と聞い
てきました。やりたくとも、その頃の千葉大
にも、東大にも「多変量解析」できるコンピュー
タはありません。芳賀さんは、「農林省にある
大型を借ります」と、言われました。そして
その分析結果を日本で初めて出版された、「多
変量解析法」の 239 ページに、私の名前入り
で掲載してくれました。それが嬉しくて、印
刷学会で発表報告したのですが、印刷人の応
答は全くありませんでした。芳賀さんはその
後、慶応大学で医学の発展のために多変量解
析を使って、医学の近代的研究、教育を進め
ておられました。4０年後に、芳賀先生へ農業
でも活用を始めたことをお聞きしたいと私は
考え、お宅に電話するとすでに亡くなられて
おられました。
そこで、私は一人で、少しでも「印刷に特化
した」研究を進めようと決心し研究を進めた

ところ、医学、農業、印刷の基礎はすべて自然
物（生物）を扱い使う技術だということに気が
付きました。そして近頃統計学も変化して、生
物統計学が生まれていること知り、調査をはじ
めました。印刷も生物統計学で分析すべきなの
です。芳賀先生がすでに 40年前に、私の実験分
析をして頂いたのは生物統計学と同じなのだと、
私にも分かりましたので、医学、農業に続き、
印刷の第 4次革命法の研究でも生物統計学を活
用し、新しく革命に加わったAI を加えればよい
のです。

■医学も、農業も、生物が基礎です
　これが今回の私の研究結果です。医学も、農
業も、生物が基礎です。印刷も紙に印刷します。
紙は農業の土壌に当たります。紙は木材の繊維
間の毛管が印刷圧力で圧縮され，インキを吸収、
接着する「トラピング現象」なのです。針葉樹、
広葉樹では繊維の太さが大きく違います。ヨー
ロッパの紙と日本の紙とでは明確に違います。
私は印刷固有の網点の「巣抜けや、外形の悪さ」
を見るため、拡大した網点の品質検査を行い、
シュッツガルト印刷メディア大の協力を得て、
ヨ－ロッパ（ドイツ）と 5点法で比較してみま
した。日本では 4点はめったに出ません。しか
しドイツでは 3点以下は出ませんでした。3点
以下では印刷製品の品質は管理外となります。
日本の紙は広葉樹で水分を葉っぱまでに送るた
めに、針葉樹と違って木材の繊維の「毛管」で
上に吸い上げるだけでは水分が不足します。広
葉樹で水の上げるのは導管というもので上げま
す。導管はクッション性が少なく「針葉樹」ほど、
水の吸い上げは良くありません。これらの話は
印刷の専門家で、用紙の専門家でない私の推論
ですが。印刷と用紙の印刷品質の共同研究はあ
まり聞ききません。
さらに現在の色彩学では、色を見るのは眼球ま
でと、なっています。眼球までを「イージープ
ロブレム」とし、脳情報は「ハードプロブレム」

として中世から色彩学では扱わないことになって
います。
5年前の「一般科学誌ニュートン」に遺伝子が
解明できた、次は脳の色彩が明確になると「遺
伝子解明者」は宣言しておられます。そして脳
の意識解明研究者が世界的にふえ、私の調査で
は世界中（5年前）にドイツ、カナダ、中国始
め１６カ国が名乗りをあげ、日本は京都大学だ
けでした。そして東京大学の渡辺正峰先生は脳
の意識研究をされ、「脳の意識、 機械の意識」（中
公新書）を出版され、心躍らせてさらに研究を
すすめられておられます。印刷では校正刷りは、
眼球だけの色彩学的装置（アドビ製）を使い、
印刷の発色性を人は脳意識で見ているのに、色
彩学的眼球数値で研究している研究者が多いの
です。

私は東大の色彩学の専門家と議論して、印刷発
色は、網点の離れたところでは加法混色、網点
の重なったところでは減法混色と魔訶不思議
で、科学的でないと宣言され、東大発行の「色
彩学ハンドブック」に印刷の発色性を書いてい
ましが、途中でやめました。
今回は 40年前から医学の第４四次産業化を推
進されてきた芳賀先生を実例に、さらに農業が
第 4次革命をはじめます。芳賀教授は私の 40
年前の印刷研究実験を一歩進めて、多変量解析
を発表された方です。

■地方の未来を担う中堅企業を応援します
　芳賀先生がいない今、私は一人で印刷技術の
第 4次、第 5次革命を考えなくてはなりません。
しかしそれはすでに40年前に芳賀先生達がやっ
てくれたことだということを私はようやく理解
できたのです。
１次は狩猟社会、（昭和 42年度の福島県全土の
私達の調査は一次の狩猟社会でした）2次は農
耕社会、3次は工業社会、４次は情報化社会、5
次が超スマート社会、IoT 社会です。

印刷産業界は、3次を無視して、印刷機の近代
化を政府補助金でやりました。私はこれに大反
対し「キャラバンカー」で日本全県を回り、印
刷業の近代化実例を話して回りました。顧客に入
り込み、印刷を通じ顧客の問題点をともに解決
して成功した企業の実例を挙げ、注文を待って
いるだけの印刷業からの脱皮を促したのです。北
海道から沖縄まで、走行距離は地球一回り半で
した。
今回の 4次産業革命でもそれを推進する組合、
団体は見えてきません。遅れていた農業でさえ
4次を始めるのです。4次を経て、今回 5次に
すすめられる体制作りが始まるのです。しかも
今回の新聞記事よれば、近代化進める企業には
各種補助金が用意されているのです。体制つく
り募集には、「地方の未来を担う中堅企業を応援
します」！と出ています。そしてこの運動には
すでに、24都市が名乗りを上げて研究を始めて
います。

私は印刷業に限って調査しましたが、印刷業が
参加している市は見当たりませんでした。印刷
業界誌、組合などでも取り上げている声は聞こ
えません。そして通産の調査では印刷業の生産
性は全産業中で最下位となっていますね。今回
私の見てほしい新聞にも「地方の中小企業こそ
AI、IoT の活用を相談ください」とでています。
ぜひとも多くの印刷人にこのような制度を活用
して、第 4次、第 5次革命を実現していってほ
しいと願ってやみません。

　過去から現在、そして未来へ。高畑傅の印刷
人生「印刷教育を変える決心」は「時代を超え
た産業人の志のバトンリレー」の記録であり、
未来の印刷人に向けてのメッセージです。
それぞれの時代で過去から現在、そして未来へ
続く産業の志士によって、バトンを次の世代に
手渡しながら先の長いゴールを目指しているリ
レーのようです。工芸立国論と多変量解析を需
要の創出と変身のための二本の柱とし、アナロ
グからデジタルへの移行期を経て、コロナ禍の
後に待ち受けるアナログとデジタルの補完技術
が、グローバルからローカルの時代になろうと
している現在、地方の印刷会社が未来を担う準
備を始めます。
高畑傅先生の教えを受け、現代の印刷産業を担
い、次の世代に向かう準備を進めている学校法
人日本プリンティングアカデミーの花井理事長
に印刷教育の過去・現在・未来と題して対談さ
せていただきました。

世古：本日はよろしくお願いします。早速です
が、高畑先生との出会いからお聞かせいただけま
すか？
花井：高畑先生との出会いは、1984 年に当時
の印刷機械貿易の宮城社長のご紹介で「高畑先
生という方がいるので、一度お会いしたらどう
でしょうか？」ということで会わせていただき
ました。私が 30才くらいの時です。当時、高
畑先生がマーケティングに興味を持ち始めてい
た時でしたから、私がそのことについて話すと
非常に面白いので学校に来て講義をしてくれな
いかということで伺ったのが最初でした。私は
エリアマーケティングという、地域を分析しな
がら印刷物がどのような反応を起こすのか？とい
うことをやっていました。元々アメリカで習った

ことを日本でやると結構反応がいいのです。い
ろんな分析をする中で多変量解析の内容が高畑
先生のハートにうまく結びついたようなのです。
すると、高畑先生が一緒に本を書かないか？と
言われまして、「中小印刷業のためのマーケティ
ング実践集」という本を私どもの会社と JPAの
先生方を中心として書きました。でも、この本
はちょっと高かったんですよね。

■一冊25,000円の本を1,000冊完売
世古：いくらぐらいの本だったんですか？
花井：それが、一冊 25,000 円だったんですよ。
1,000 冊だけの限定販売ということで、全て完
売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
ラバンカーで日本全県を回り、印刷業の近代化
事例を話してまわりました」と高畑先生の文章
にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
までは紙がメインだったのですが、印刷に国が
力を入れていくということでできたのが 1986
年頃だと思います。印刷が１０兆円産業になる
というくらいに膨大な産業を作り上げていくと
いうことでした。それを実現するために印刷付
帯サービスを充実させることによって、新たな
分野に進出しよういうことでした。印刷付帯サー
ビスとは、企画提案のことであり、マーケティ
ングが中心になっていたのですが、通産省から
は当時の課の方が学校を中心にしてそういうこ
とを進めていけないだろうか？という話があり
まして、色々とアイデアをもらっていました。

■「印刷物の力」、「紙の力」
世古：国が印刷産業を後押ししていたのですね。
花井：お客様から原稿をもらってただ単に安く
作るというよりも、いわゆる、企画を交えた印
刷物を売り物とするということです。情報を得
た消費者に行動を起こさせることを「印刷物の
力」とか、「紙の力」と言っていましたが、印刷
物というものに対して、マーケティングに力を
入れていかなければならないということをキ
チッと定義した方がいいのではないかというこ
とを高畑先生は強く言われました。印刷会社は
テレビ以外で販売促進が主流の時代でした。そ
こで、いろいろな印刷物をキチッと地元の印刷
会社に見せることによって、新しい印刷物の需
要を創出することに力点をおこうということで、
山内先生をはじめ浜先生などが中心となって世
界中からいろいろな印刷物を集めました。特に
当時アメリカやヨーロッパでダイレクトマーケ
ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。

印刷教育の過去・現在・未来
         需要の創出と変身

学校法人日本プリンティングアカデミー理事長　花井秀勝
           聞き手：CLICK 編集室　編集スタッフ
　　　　　　　  ファイルティーチャー　代表　 世古真一

■リモート対談■
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　過去から現在、そして未来へ。高畑傅の印刷
人生「印刷教育を変える決心」は「時代を超え
た産業人の志のバトンリレー」の記録であり、
未来の印刷人に向けてのメッセージです。
それぞれの時代で過去から現在、そして未来へ
続く産業の志士によって、バトンを次の世代に
手渡しながら先の長いゴールを目指しているリ
レーのようです。工芸立国論と多変量解析を需
要の創出と変身のための二本の柱とし、アナロ
グからデジタルへの移行期を経て、コロナ禍の
後に待ち受けるアナログとデジタルの補完技術
が、グローバルからローカルの時代になろうと
している現在、地方の印刷会社が未来を担う準
備を始めます。
高畑傅先生の教えを受け、現代の印刷産業を担
い、次の世代に向かう準備を進めている学校法
人日本プリンティングアカデミーの花井理事長
に印刷教育の過去・現在・未来と題して対談さ
せていただきました。

世古：本日はよろしくお願いします。早速です
が、高畑先生との出会いからお聞かせいただけま
すか？
花井：高畑先生との出会いは、1984 年に当時
の印刷機械貿易の宮城社長のご紹介で「高畑先
生という方がいるので、一度お会いしたらどう
でしょうか？」ということで会わせていただき
ました。私が 30才くらいの時です。当時、高
畑先生がマーケティングに興味を持ち始めてい
た時でしたから、私がそのことについて話すと
非常に面白いので学校に来て講義をしてくれな
いかということで伺ったのが最初でした。私は
エリアマーケティングという、地域を分析しな
がら印刷物がどのような反応を起こすのか？とい
うことをやっていました。元々アメリカで習った

ことを日本でやると結構反応がいいのです。い
ろんな分析をする中で多変量解析の内容が高畑
先生のハートにうまく結びついたようなのです。
すると、高畑先生が一緒に本を書かないか？と
言われまして、「中小印刷業のためのマーケティ
ング実践集」という本を私どもの会社と JPAの
先生方を中心として書きました。でも、この本
はちょっと高かったんですよね。

■一冊25,000円の本を1,000冊完売
世古：いくらぐらいの本だったんですか？
花井：それが、一冊 25,000 円だったんですよ。
1,000 冊だけの限定販売ということで、全て完
売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
ラバンカーで日本全県を回り、印刷業の近代化
事例を話してまわりました」と高畑先生の文章
にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
までは紙がメインだったのですが、印刷に国が
力を入れていくということでできたのが 1986
年頃だと思います。印刷が１０兆円産業になる
というくらいに膨大な産業を作り上げていくと
いうことでした。それを実現するために印刷付
帯サービスを充実させることによって、新たな
分野に進出しよういうことでした。印刷付帯サー
ビスとは、企画提案のことであり、マーケティ
ングが中心になっていたのですが、通産省から
は当時の課の方が学校を中心にしてそういうこ
とを進めていけないだろうか？という話があり
まして、色々とアイデアをもらっていました。

■「印刷物の力」、「紙の力」
世古：国が印刷産業を後押ししていたのですね。
花井：お客様から原稿をもらってただ単に安く
作るというよりも、いわゆる、企画を交えた印
刷物を売り物とするということです。情報を得
た消費者に行動を起こさせることを「印刷物の
力」とか、「紙の力」と言っていましたが、印刷
物というものに対して、マーケティングに力を
入れていかなければならないということをキ
チッと定義した方がいいのではないかというこ
とを高畑先生は強く言われました。印刷会社は
テレビ以外で販売促進が主流の時代でした。そ
こで、いろいろな印刷物をキチッと地元の印刷
会社に見せることによって、新しい印刷物の需
要を創出することに力点をおこうということで、
山内先生をはじめ浜先生などが中心となって世
界中からいろいろな印刷物を集めました。特に
当時アメリカやヨーロッパでダイレクトマーケ
ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。
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売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
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にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
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要を創出することに力点をおこうということで、
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ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。
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　過去から現在、そして未来へ。高畑傅の印刷
人生「印刷教育を変える決心」は「時代を超え
た産業人の志のバトンリレー」の記録であり、
未来の印刷人に向けてのメッセージです。
それぞれの時代で過去から現在、そして未来へ
続く産業の志士によって、バトンを次の世代に
手渡しながら先の長いゴールを目指しているリ
レーのようです。工芸立国論と多変量解析を需
要の創出と変身のための二本の柱とし、アナロ
グからデジタルへの移行期を経て、コロナ禍の
後に待ち受けるアナログとデジタルの補完技術
が、グローバルからローカルの時代になろうと
している現在、地方の印刷会社が未来を担う準
備を始めます。
高畑傅先生の教えを受け、現代の印刷産業を担
い、次の世代に向かう準備を進めている学校法
人日本プリンティングアカデミーの花井理事長
に印刷教育の過去・現在・未来と題して対談さ
せていただきました。

世古：本日はよろしくお願いします。早速です
が、高畑先生との出会いからお聞かせいただけま
すか？
花井：高畑先生との出会いは、1984 年に当時
の印刷機械貿易の宮城社長のご紹介で「高畑先
生という方がいるので、一度お会いしたらどう
でしょうか？」ということで会わせていただき
ました。私が 30才くらいの時です。当時、高
畑先生がマーケティングに興味を持ち始めてい
た時でしたから、私がそのことについて話すと
非常に面白いので学校に来て講義をしてくれな
いかということで伺ったのが最初でした。私は
エリアマーケティングという、地域を分析しな
がら印刷物がどのような反応を起こすのか？とい
うことをやっていました。元々アメリカで習った

ことを日本でやると結構反応がいいのです。い
ろんな分析をする中で多変量解析の内容が高畑
先生のハートにうまく結びついたようなのです。
すると、高畑先生が一緒に本を書かないか？と
言われまして、「中小印刷業のためのマーケティ
ング実践集」という本を私どもの会社と JPAの
先生方を中心として書きました。でも、この本
はちょっと高かったんですよね。

■一冊25,000円の本を1,000冊完売
世古：いくらぐらいの本だったんですか？
花井：それが、一冊 25,000 円だったんですよ。
1,000 冊だけの限定販売ということで、全て完
売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
ラバンカーで日本全県を回り、印刷業の近代化
事例を話してまわりました」と高畑先生の文章
にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
までは紙がメインだったのですが、印刷に国が
力を入れていくということでできたのが 1986
年頃だと思います。印刷が１０兆円産業になる
というくらいに膨大な産業を作り上げていくと
いうことでした。それを実現するために印刷付
帯サービスを充実させることによって、新たな
分野に進出しよういうことでした。印刷付帯サー
ビスとは、企画提案のことであり、マーケティ
ングが中心になっていたのですが、通産省から
は当時の課の方が学校を中心にしてそういうこ
とを進めていけないだろうか？という話があり
まして、色々とアイデアをもらっていました。

■「印刷物の力」、「紙の力」
世古：国が印刷産業を後押ししていたのですね。
花井：お客様から原稿をもらってただ単に安く
作るというよりも、いわゆる、企画を交えた印
刷物を売り物とするということです。情報を得
た消費者に行動を起こさせることを「印刷物の
力」とか、「紙の力」と言っていましたが、印刷
物というものに対して、マーケティングに力を
入れていかなければならないということをキ
チッと定義した方がいいのではないかというこ
とを高畑先生は強く言われました。印刷会社は
テレビ以外で販売促進が主流の時代でした。そ
こで、いろいろな印刷物をキチッと地元の印刷
会社に見せることによって、新しい印刷物の需
要を創出することに力点をおこうということで、
山内先生をはじめ浜先生などが中心となって世
界中からいろいろな印刷物を集めました。特に
当時アメリカやヨーロッパでダイレクトマーケ
ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。
■プロフィル
花井秀勝（はないひでかつ）
1951 年６月生
AMAマーケティングスクール（USA）応用研究科終了後、北海
道大学工学部勤務を経て、松阪屋百貨店企画販促部、道政調査会
勤務後札幌凸版印刷株式会社に入社。
1991 年　フュージョン株式会社を設立、代表取締役社長に就任
2000 年　一般社団法人　日本ダイレクトメール協会理事に就任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜現任＞
2008 年　フュージョン株式会社　代表取締役会長に就任＜現任＞
2011 年　札幌市立大学　経営審議委員・学長選考委員に就任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜現任＞
2017 年　２月札幌証券取引所アンビシャス市場へ上場
2017 年　学校法人　日本プリンティングアカデミー理事長に就任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜現任＞
2018 年　札幌市産業振興財団主幹研究員                   ＜現任＞
2018 年　公益社団法人日本印刷技術協会理事就任       ＜現任＞
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　過去から現在、そして未来へ。高畑傅の印刷
人生「印刷教育を変える決心」は「時代を超え
た産業人の志のバトンリレー」の記録であり、
未来の印刷人に向けてのメッセージです。
それぞれの時代で過去から現在、そして未来へ
続く産業の志士によって、バトンを次の世代に
手渡しながら先の長いゴールを目指しているリ
レーのようです。工芸立国論と多変量解析を需
要の創出と変身のための二本の柱とし、アナロ
グからデジタルへの移行期を経て、コロナ禍の
後に待ち受けるアナログとデジタルの補完技術
が、グローバルからローカルの時代になろうと
している現在、地方の印刷会社が未来を担う準
備を始めます。
高畑傅先生の教えを受け、現代の印刷産業を担
い、次の世代に向かう準備を進めている学校法
人日本プリンティングアカデミーの花井理事長
に印刷教育の過去・現在・未来と題して対談さ
せていただきました。

世古：本日はよろしくお願いします。早速です
が、高畑先生との出会いからお聞かせいただけま
すか？
花井：高畑先生との出会いは、1984 年に当時
の印刷機械貿易の宮城社長のご紹介で「高畑先
生という方がいるので、一度お会いしたらどう
でしょうか？」ということで会わせていただき
ました。私が 30才くらいの時です。当時、高
畑先生がマーケティングに興味を持ち始めてい
た時でしたから、私がそのことについて話すと
非常に面白いので学校に来て講義をしてくれな
いかということで伺ったのが最初でした。私は
エリアマーケティングという、地域を分析しな
がら印刷物がどのような反応を起こすのか？とい
うことをやっていました。元々アメリカで習った

ことを日本でやると結構反応がいいのです。い
ろんな分析をする中で多変量解析の内容が高畑
先生のハートにうまく結びついたようなのです。
すると、高畑先生が一緒に本を書かないか？と
言われまして、「中小印刷業のためのマーケティ
ング実践集」という本を私どもの会社と JPAの
先生方を中心として書きました。でも、この本
はちょっと高かったんですよね。

■一冊25,000円の本を1,000冊完売
世古：いくらぐらいの本だったんですか？
花井：それが、一冊 25,000 円だったんですよ。
1,000 冊だけの限定販売ということで、全て完
売しました。なぜ完売したのかというと、「キャ
ラバンカーで日本全県を回り、印刷業の近代化
事例を話してまわりました」と高畑先生の文章
にありましたが、印刷組合、当時の全印工連と
組んで会場で組合員には５千円引きで販売した
ところ評判になりました。その頃、通産省の紙
業印刷業課という課ができたばかりでした。今
までは紙がメインだったのですが、印刷に国が
力を入れていくということでできたのが 1986
年頃だと思います。印刷が１０兆円産業になる
というくらいに膨大な産業を作り上げていくと
いうことでした。それを実現するために印刷付
帯サービスを充実させることによって、新たな
分野に進出しよういうことでした。印刷付帯サー
ビスとは、企画提案のことであり、マーケティ
ングが中心になっていたのですが、通産省から
は当時の課の方が学校を中心にしてそういうこ
とを進めていけないだろうか？という話があり
まして、色々とアイデアをもらっていました。

■「印刷物の力」、「紙の力」
世古：国が印刷産業を後押ししていたのですね。
花井：お客様から原稿をもらってただ単に安く
作るというよりも、いわゆる、企画を交えた印
刷物を売り物とするということです。情報を得
た消費者に行動を起こさせることを「印刷物の
力」とか、「紙の力」と言っていましたが、印刷
物というものに対して、マーケティングに力を
入れていかなければならないということをキ
チッと定義した方がいいのではないかというこ
とを高畑先生は強く言われました。印刷会社は
テレビ以外で販売促進が主流の時代でした。そ
こで、いろいろな印刷物をキチッと地元の印刷
会社に見せることによって、新しい印刷物の需
要を創出することに力点をおこうということで、
山内先生をはじめ浜先生などが中心となって世
界中からいろいろな印刷物を集めました。特に
当時アメリカやヨーロッパでダイレクトマーケ
ティング、いわゆる紙での通信販売が増えてき
ていました。インターネットが無かった時代で
したから、ダイレクトメールだとか通販カタロ
グだとか、箔押しだとか、特殊加工した印刷物
を集めて見せることによって、印刷会社の方々
に企画提案をさせられないかということを組合
と考えていました。

■アナログとデジタルの架け橋
世古：そのころは、電算写植から始まりDTPの
出現などがあって、あっという間にアナログの
技術がデジタル化されて行き、今となってはパ
ソコンなどの設備とデザイナーさえいれば印刷
物ができてしまうような時代になってしまいま
したが、現状としては今、何が起きていますか？
花井：今の印刷会社、特に大手の印刷会社のあ
る部隊では印刷の技術を全くわからない人たち
がいます。社員の半分以上はいます。ですから、
印刷の見積もりができない、印刷の工程がわか
らないというのが今の現実です。もっと言うと、
デジタル機を作っている会社の人たちはオフ
セット印刷のことは全くわかりません。機械の
性能とかスペックはわかりますが、ではどうす
るのだ？と、印刷のことわからないで印刷機売
れるの？と言うことになります。ですから、印
刷会社とデジタル機のメーカーの会話ができな

いのです。その辺が問題なのです。先日、大手
メーカーの幹部の方達とウェブでミーテインン
グをしたのですが、自分のところの社員が印刷
会社に営業に行って、「印刷のことをもっと勉
強して来い！」と言われ、帰されてしまったそ
うなんです。オフセットとデジタルの印刷の違
いだとか工程だとかそう言ったことがわからな
いみたいです。最近は印刷機の方もどんどん進
んできていますので、例えば、毛抜き合わせと
いう意味がわからないのです。そう言うアナロ
グ技術的なことをわかってもらいながら営業を
行うことも必要ではないかと、そのメーカーで
はオールバリアブルでできるデジタル印刷機を
どう売ったらいいのかとか、どんな教育が必要
なのか？と言うことも出てきていますね。現在
はコロナ禍にあってリモート営業が増えてきて
います。クライアントさんと話をする中で、印
刷会社の営業の方と会ってもデジタルのデータ
をどう渡したらいいのか？とか、この色だとど
うなるのか？という、デジタル用語の理解度が
あまりにも低すぎるので、印刷会社に発注する
のは不信感があり怖いと言うこともあります。
例えば、ウェブの通販をやっている会社が初め
て紙のカタログを作ろうとしました。その時、
「このデータはそのまま使えるんですね？」と
聞いたときに、印刷会社さんは「大丈夫ですよ」
と言ったら、後から現場で「低解像度すぎて印
刷できないよ」と言われるようなことがあるよ
うです。そうなると、撮影し直しになってしま
うという問題になり、勉強不足だとか教育不足
だと言う話になってくるのです。この辺もやは
り、印刷の教育として必要なことですね。
世古：コロナ禍が印刷産業の問題点を浮き彫り
にし始めているということですね。
花井：アナログの技術をきちんと理解しておか
ないとデジタル技術だけが先行してしまっても
なかなか難しいと言うことが明確になったので
はないかと思っています。今までは、営業がわ
からなければ現場の人間を連れていけばいいと
いうように、なんとか凌いできたのですが、コ
ロナのせいで対面営業ができなくなってくる
と、それもなかなか叶わなくなってきていると
いうのが印刷会社の営業の問題にもなっています。
今までは挨拶して言われた通りやっていれば良

かったけれど、原稿の受け渡しから、お客さん
を一か所に集めるという集客もできません。イ
ベントも無くなってきている中で、新しいもの
を提案する企画書を出さなければなりません
が、そうなると、お客様を説得するプレゼンテー
ション能力が必要になってきます。ところが、
印刷会社の営業はそういう点が弱いということ
があらわになってきていますね。

■情報の地産地消
世古：未来への展望としてはどのような課題が
ありますか？
花井：これから人口が減っていきます。人口が
減れば、当然ながら企業数も減ります。そうな
ると物の売れ方も変わります。地方新聞社や地
方の印刷会社も経営が厳しくなってきます。そ
して、高齢者が増えてきます。印刷会社と言う
のは得意先が幅広いのです。これから印刷物と
言うのは仕事を待っていても来ないし、自分た
ちで需要を創出するためには地域の情報をいか
にしてキチッと伝える情報の地産地消と言う考
え方です。自分たちの周りの情報をいかにして
集めて、新しいセールスプロモーションだとか、
新しい事業を立ち上げていくのかとか、と言う
ところがポイントだと思っています。

世古：人口減、企業数減、高齢者増ということ
ですね。具体的な対策事例はありますか？
花井：高齢者が増えると欲しいものもない、お
金の使い道がないということになります。使う
としたらどこか？・・・孫です。孫にお金を使
いたいのです。地方の新聞社の方と話すのです
が、地方のスポーツ大会や文化イベントがあり
ます。特にサッカーとか野球は取り上げられま
すけど、それ以外は取り上げられない。地元で
優勝して、孫が載っていたらちょっとしたアル
バムではなくてもカタログを作ったり顔写真を
入れたりと言うような印刷物と言うのはこれか
らものすごく出てくると思います。印刷物と言
うのは明るければ見たい時に見られますので、
保存と閲覧には便利です。デジタルカメラの中
にある大量の写真データを探すのだけでも大変
ですよね。そう言ったものを紙媒体に置き換え
て保存しておくことで、お孫さんが大きくなっ

て次の世代に手渡す時には写真集にしておこう
とか、孫が小さい時のことを自慢できるような
ものがあると変わってくると思うのです。

■デザイン編集技術と需要の創出
世古：そうなると、これからは編集技術の能力
を持った人材が必要になると思いますがどのよ
うにお考えですか？
花井：まず一つは製版や組版をやっている人た
ちの配置転換、ただ文章を書けるかどうかと言
う能力には問題があります。今後、教員の大量
退職者が出てきますが、70歳以上の退職者が
全国でものすごくいるんです。文章を書く能力
を持ったそういう方々のちょっとしたアルバイ
トとした形で使っていくということも考えられ
ます。それから、地元のアマチュア写真家とい
うのはいっぱいいますので、この人たちに写真
や動画を撮っていただき地域でうまく連携して
地域での地産地消とでもいうのでしょうか、物
だけではなくて紙でいろいろなものを表現する
物の地産地消型のものをやっていくことだと思
います。そこに生まれて育った方々の人脈ネッ
トワークがありますし、そういうものをうまく
作ることによって新しいものができるのではな
いかという気がしています。

世古：高畑先生から教えられたことで印象に
残っていることはありますか？
花井：需要の創出と変身です。印刷会社はやは
り変わらなければなりません。それと同時に各
印刷を中心にしていろいろなものを派生させて
いくということです。例えば、その一つが印刷
を核にしてマーケテインング研究開発ネット
ワーク、印刷会社同士のネットワーク、デザイ
ン力を持つことです。東京の印刷会社でデザイ
ン部門を持っているところは少ないんですよ。
地方に行くとデザイナーを社内に抱える印刷会
社は多いのです。これから、地産地消を考えて
いくのであれば、自社にデザイナーを抱えてお
かなければならないということです。特にこれ
からはスピードが大事です。ネットだと速いの
でそれに対抗するように紙媒体としてもスピー
ドが必要になり、紙とネットの補完関係が必要
だと考えています。ECでモノを買ってカート

に入れます。でも決済まで行かない物が結構多
いのです。そこに対して２４時間以内に印刷物
のダイレクトメールでレコメンドと共に行うと
決済率が一気に上がります。

■捨てられない印刷物の需要をどうやって創出
していくのか？ 
世古：コロナ禍の後のことはどのようになると
予想されていますか？
花井：ネットの時代からコロナになったことで、
印刷物の再定義をする必要があるのではないか
と思います。それはなぜかというと印刷通販が
非常に安くて早い。これは告知だけで投げられ
てしまう印刷物と言えます。そういうものは
あってもいいけど、投げられない捨てられない
印刷物をどうやって作っていくのかということ
がある程度求められます。それには特殊加工と
か、特殊用紙だとか、特別寸法というものが大
きなポイントになってきます。保存ができる印
刷物を作っていかなければならないのです。そ
れが高畑先生がいう工芸的な印刷物につながっ
てくるのだと思います。ハイタッチという言葉
をよく教わりました。タッチして五感に訴える
ような印刷物がこれからのポイントです。捨て
られない印刷物の需要を創出するには、特殊加
工とか、特殊用紙だとか、特別寸法というのが
必要です。決まった形だと負けてしまう。それ
によって保存率が高まる。印刷物が机にあった
り、居間にあったりすることによって、いろい
ろな方々の目に触れることによって印刷物の価
値が上がってくる家庭内滞留時間を意識する必
要があります。保存しておきたいね、とってお
きたいねという、そういうものを作ることです。

世古：そこに工芸立国論が生かされてくるのですね。
花井：工芸的という意味では、本が売れないと
いう出版社にもいろいろと提案しています。上
製本にして、後ろにナンバリングを入れて、千
の何番というようなリトグラフと同じように作
家のサインを入れて、それ以上作らない。ただ
し、１万円とか１万５千円とか高額にして売る。
高額でもいいから残したいモノを買いたいとい
うニーズはあります。特に高齢者が増えていく
となおさら増えていくと思います。こう言った

ところをどこの、誰が、提案するのかというと
ころだと思います。デジタル庁の平井大臣と話
した時のことですが、高齢者がお金を持ってい
るのに使ってくれないと言っていました。この
1年で２０兆円現預金が増えているということ
です。そのお金をどうやって使わせるかという
ことです。一番大事なことは地方のデータとそ
こに住んでいる人たちのデータを掛け合わせて、
新しい需要はなんであるのか創造することです。
これはAIで予測が立ちます。今後、マイナンバー
のカードのデータを使って新しいセールスプロ
モーションができるような仕組みになってきま
す。そう言ったようなことができるのは大手広
告代理店ではなく。地元の企業です。そして、
地元の企業でどこができるかというと印刷会社
が一番手取り早いんです。ですから、これから
地方の印刷会社が大化けする可能性があるとい
うことなのです。

■階段のない高層ビルはない・・・対談を終わって
今回の対談の収穫はデジタルとアナログの補完
作業をできるかできないかが印刷産業の未来を
決めるということが見えたことです。補完とは
お互いに補い合うことです。
「高層ビルに高速のエレベーターがついてもビル
に階段はなくなることはない」という言葉を戒
めとしていつも心に留めています。先進的な技
術を使っていてもそこにたどりつくまでに苦労
された先人の苦労を忘れることなく尊敬する姿
勢が大事ではないでしょうか？エレベーターが
止まって階段があることを忘れてパニックにな
らないように、先人からの教えというバトンを
確実につないでいきたいと思いました。
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